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不等辺正 3角錐の先端部をまとめる金具について論じる。 
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Sec.1不等辺正 3角錐を止める金具について  On Metalic Parts of Regular Triangular Pyramid 

 

不等辺正 3角錐の先端部をまとめるための金具について論じる。 

先の結果をまとめておく。 

底辺は 1辺 Lの正 3角形、側面は各辺が kL  kL  L の 2等辺 3角形を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5aで kLADACAB    LDBCDBC   とする。 

yLAF    xLBF    とすると 
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 これを解くと  
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x    点 Fは 3角形 ABCの外心即ち重心であった。 
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点 Aにおける水平接合角θと接合深さ tは正 4面体と同一で  60   
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これで部材①の点 A側の墨出しができる。 

 

例  2k  の場合 

部材①どうしの下部長   MMMkAA 690.42213263 2   

部材①どうしの側部長   MMM
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部材①の先端部 

 

 

この 3本をどのようにしてまとめるかであるが、Mが小さいものなら、数 cmから 10cm程度のねじ 3

本でよい。作ってしまえばそのままにしておけるし、簡単に分解もできる。しかし、k=2  L=2.5m  

M=105mmともなると 1本の部材が長さ 5m、重量は 25kgから 30kgにもなり、不用心に作ると危険

である。また、作成、分解の手間も考えなくてはならない。今回はこの 3本の部材を 3枚の金属プレー

トで止めることにした。その金属プレートは flat(たいら)ではなく、ある程度の角度で曲げておかなく

てはならない。その角度を計算する。角材で正 4面体を作るときの微妙なふくらみの角度である。 
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改めて、図 7を 3次元座標平面(図 8)と考える。点 Gを原点とする。各座標軸は図のように定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを A2の方向から見ると図 9になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各面の法線ベクトル N0、N1、N2を図のように定める。N2は描きにくいが、切り口 A1A6Gの法線ベ

クトルである。 
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

 である。規格化は気にしない。 2N

を求めるために、まず平面 A1A6G

を張るベクトルを 2本求める。寸法が出ているので比較的簡単である。
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面倒なので
M

1
倍する。 
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  であるので次の関係式が成り立つ。 ),,(2 fedN 
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とする。 
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面倒なので 1d  とする。          ③+④   022  fk    従って  kf   

これを④に代入すると        013 2  kekk    従って   13 2  ke  

従って   kkN  ,13,12 2


 となるが、これでは面 A1A6Gにめり込む方向なので、反転して

 kkN ,13,12 2 
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 とする。 

0N

と 2N


のなす角 02 は水平接合角 60°のはずだが確認してみる。 
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これで、金具を叩いて曲げる台の寸法が出た。 

図 10で、A1A2に対して A2A3を 0.51にし、三角柱 A1A2A3を切り取ればよい。 

実際は A1A2 = 4cm、A2A3 = 2cmで十分である。 
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